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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第48期
第１四半期
連結累計期間

第49期
第１四半期
連結累計期間

第48期

会計期間
自 2018年６月１日
至 2018年８月31日

自 2019年６月１日
至 2019年８月31日

自 2018年６月１日
至 2019年５月31日

売上高 (千円) 1,406,663 1,372,829 6,141,621

経常利益 (千円) 186,938 146,901 861,120

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 141,901 90,607 640,224

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 141,760 90,167 611,361

純資産額 (千円) 3,276,715 3,762,540 3,745,968

総資産額 (千円) 6,165,332 6,191,922 6,384,500

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 154.23 98.49 695.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.1 60.8 58.7
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

 ① 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策を受けて雇用や所得環境は改善しつつ底堅く

推移しているものの、米中貿易摩擦や地政学的リスクの高まりから経済への不透明感が増し、企業の設備投資に慎

重な見方が広がりました。

このような状況の下、当社グループは「お客様視点のものづくり」を基本原点に、新製品開発の促進、提案営業

の展開、保守サービスの充実、付加価値の改善等に積極的に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,372百万円(前年同期比2.4％減)、営業利益は142百万円(前年

同期比20.0％減)、経常利益は146百万円(前年同期比21.4％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は90百万円(前

年同期比36.1％減)となりました。

品目別売上高につきましては、形鋼加工機は959百万円(前年同期比11.7％増)、丸鋸切断機は83百万円(前年同期

比67.0％減)、金型は104百万円(前年同期比11.5％増)、受託事業・その他は71百万円(前年同期比15.6％増)、部品

は130百万円(前年同期比10.9％増)、サービスは23百万円(前年同期比5.7％増)となりました。

 

なお、当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略して

おります。

 

 ② 財政状態の状況

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産の残高は6,191百万円となり、前連結会計年度末に比べ192百万円

減少となりました。

これは、主に有形固定資産が107百万円増加したこと、また現金及び預金が142百万円、受取手形及び売掛金が

88百万円、繰延税金資産が31百万円、たな卸資産が24百万円減少したこと等によるものであります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は2,429百万円となり、前連結会計年度末に比べ209百万円減

少となりました。

これは、主に未払法人税等が133百万円、賞与引当金が88百万円減少したこと等によるものであります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は3,762百万円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円増

加となりました。

これは、主に利益剰余金が17百万円増加したこと等によるものであります。
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(2) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第１四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観

的な指標等に重要な変更及び新たに定めた事項はありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費はありません。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,080,000

計 4,080,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(2019年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,020,000 1,020,000
東京証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式
　単元株式数 　100株

計 1,020,000 1,020,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年６月１日～
2019年８月31日

― 1,020,000 ― 1,874,083 ― ―
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 63,700
 

― ―

(相互保有株式)
普通株式 36,300
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

9,145 ―
914,500

単元未満株式
 普通株式

― ―
5,500

発行済株式総数 1,020,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,145 ―
 

(注) １．単元未満株式には、当社所有の自己株式62株が含まれております。

２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2019年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  2019年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
  タケダ機械株式会社

石川県能美市
粟生町西132番地

63,700 ― 63,700 6.25

(相互保有株式)
  タケダ精機株式会社

石川県能美市
吉光町ト72番地1

36,300 ― 36,300 3.56

計 ― 100,000 ― 100,000 9.80
 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年６月１日から2019年

８月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年６月１日から2019年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、アーク有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けている明治アーク監査法人は、監査法人の種類の変更により、2019年７月１日

をもってアーク有限責任監査法人となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 985,976 843,079

  受取手形及び売掛金 1,350,128 ※１  1,261,915

  製品 756,895 720,568

  仕掛品 356,100 380,415

  原材料 543,290 530,321

  その他 9,478 8,802

  流動資産合計 4,001,871 3,745,101

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 582,113 605,232

   土地 967,629 967,629

   その他（純額） 365,817 450,305

   有形固定資産合計 1,915,560 2,023,167

  無形固定資産 170,134 160,082

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 67,738 36,547

   その他 232,336 230,163

   貸倒引当金 △3,140 △3,140

   投資その他の資産合計 296,934 263,571

  固定資産合計 2,382,629 2,446,821

 資産合計 6,384,500 6,191,922

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 578,505 535,441

  短期借入金 400,000 400,000

  1年内返済予定の長期借入金 268,459 312,091

  未払法人税等 154,146 20,281

  賞与引当金 155,508 67,066

  役員賞与引当金 42,400 10,150

  製品保証引当金 4,926 2,582

  その他 298,138 370,913

  流動負債合計 1,902,083 1,718,525

 固定負債   

  長期借入金 490,342 411,142

  役員退職慰労引当金 44,556 47,014

  その他 201,549 252,700

  固定負債合計 736,448 710,856

 負債合計 2,638,532 2,429,381
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,874,083 1,874,083

  資本剰余金 44,103 44,103

  利益剰余金 2,015,220 2,032,232

  自己株式 △168,249 △168,249

  株主資本合計 3,765,158 3,782,170

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △19,189 △19,629

  その他の包括利益累計額合計 △19,189 △19,629

 純資産合計 3,745,968 3,762,540

負債純資産合計 6,384,500 6,191,922
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年６月１日
　至 2018年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年６月１日
　至 2019年８月31日)

売上高 1,406,663 1,372,829

売上原価 981,397 987,692

売上総利益 425,265 385,137

販売費及び一般管理費 246,710 242,358

営業利益 178,555 142,778

営業外収益   

 受取利息 144 107

 受取配当金 1,900 1,922

 仕入割引 10,112 7,296

 その他 4,956 5,595

 営業外収益合計 17,114 14,922

営業外費用   

 支払利息 4,159 3,838

 売上割引 4,149 6,539

 その他 422 421

 営業外費用合計 8,730 10,799

経常利益 186,938 146,901

特別利益   

 保険解約返戻金 26,064 ―

 特別利益合計 26,064 ―

特別損失   

 投資有価証券評価損 ― 9,826

 固定資産除却損 207 ―

 特別損失合計 207 9,826

税金等調整前四半期純利益 212,795 137,075

法人税、住民税及び事業税 9,195 15,014

法人税等調整額 61,698 31,452

法人税等合計 70,893 46,467

四半期純利益 141,901 90,607

親会社株主に帰属する四半期純利益 141,901 90,607
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年６月１日
　至 2018年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年６月１日
　至 2019年８月31日)

四半期純利益 141,901 90,607

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △141 △440

 その他の包括利益合計 △141 △440

四半期包括利益 141,760 90,167

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 141,760 90,167
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を満期日に決済が行

われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度
(2019年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年８月31日)

受取手形 ― 千円 76,023千円
 

 

２　当座貸越契約

当社グループは運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行８行(前連結会計年度は取引銀行７行)と当座貸越

契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2019年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年８月31日)

当座貸越極度額 2,650,000千円 2,850,000千円

借入実行残高 400,000 〃 400,000 〃

　差引額 2,250,000千円 2,450,000千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年６月１日
至 2018年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年６月１日
至 2019年８月31日)

減価償却費 49,359千円 51,682千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2018年６月１日 至 2018年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年８月30日
定時株主総会

普通株式 60,903千円 60.00円 2018年５月31日 2018年８月31日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2019年６月１日 至 2019年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年８月29日
定時株主総会

普通株式 76,499千円 80.00円 2019年５月31日 2019年８月30日 利益剰余金
 

(注) 配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年６月１日 至 2018年８月31日)

当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年６月１日 至 2019年８月31日)

当社グループの事業は工作機械関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年６月１日
至 2018年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年６月１日
至 2019年８月31日)

   １株当たり四半期純利益 154円23銭 98円49銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益　 　　(千円) 141,901 90,607

   普通株主に帰属しない金額　　　　　　 　(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益　　                    　(千円)

141,901 90,607

   普通株式の期中平均株式数                (株) 920,066 919,938
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

2019年10月10日

タケダ機械株式会社

取締役会  御中

 

アーク有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 二 　  口   嘉   保 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 二　階　堂　　博　　文 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケダ機械株式

会社の2019年６月１日から2020年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年６月１日から2019年８

月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年６月１日から2019年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、タケダ機械株式会社及び連結子会社の2019年８月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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